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感
染
症
対
応「
抜
本
的
な
強
化
を
」　学
術
会
議
が
報
告
書

欧
米
諸
国
に
後
塵
　
新
型
コ
ロ
ナ
で
表
面
化

問
題
山
積
…
関
連
法
整
備
、デ
ジ
タ
ル
化
、緊
急
時
の
情
報
活
用

複数組織の横断分析可能に
サイバー攻撃統合分析プラットフォームに新機能

ＮＩＣＴ、セキュリティ対策強化

ゲノム研究を創薬に導く

理事長方針で課題に.億円配分

ＡＭＥＤが新制度 医
療
分
野
の
調
整
費
で
３
年
間
支
援

日
本
顕
微
鏡
学
会

第

回

学
術
講
演
会
４
～
５
面

学術会議の今後のあり方　議論の場は「非公開」

有識者とは何だろう

内
閣
府
が
検
討
案
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対
し
て
、
日
本
は
臨
床
、
疫
学
、
基
礎
研
究
の
い
ず
れ
に
関
し
て
も
、
先
行
す

る
欧
米
諸
国
に
大
き
く
後
れ
を
取
っ
て
い
る
。
日
本
学
術
会
議
は
、
報
告
「
感
染
症
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対

す
る
わ
が
国
の
平
時
・
緊
急
時
の
臨
床
・
疫
学
・
基
礎
研
究
の
現
状
と
課
題
」
を
公
表
し
、
健
康
危
機
へ

の
対
応
の
抜
本
的
な
強
化
が
必
要
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
学
術
会
議
が
今
回
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
た

の
は
２
０
２
１
年
８
月
。

年
３
月
に
は
、
臨
床
、
疫

学
、
基
礎
研
究
の
各
分
野
に
加
え
、
情
報
学
、
法
学
、

行
政
、
産
業
界
な
ど
の
関
係
者

人
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
臨
床
、
疫
学
、
基
礎
研
究
の

い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の
対
処
に
関
す
る
課
題
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　
例
え
ば
、
日
本
の
臨
床
研
究
関
連
規
制
は
、
研
究
の

目
的
や
実
施
主
体
の
違
い
等
に
よ
っ
て
、
薬
機
法
、
臨

床
研
究
法
、
再
生
医
療
等
安
全
性
確
保
法
、
そ
れ
に
倫

理
指
針
と
複
数
の
法
規
制
に
分
か
れ
て
い
る
。
一
方
、

欧
米
諸
国
で
は
、
少
な
く
と
も
医
薬
品
を
用
い
る
介
入

的
臨
床
研
究
の
法
的
規
制
が
ほ
ぼ
一
元
化
さ
れ
て
い

る
。
日
本
特
有
の
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
が
、
今
回
の
緊

急
時
の
対
応
で
表
出
し
た
。
臨
床
研
究
の
効
率
的
な
実

行
に
は
、
複
数
の
法
規
制
の
統
合
が
必
要
で
、
緊
急
時

の
臨
床
研
究
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護

法
の
個
別
法
の
制
定
を
含
め
た
柔
軟
か
つ
合
理
的
な
研

究
手
順
の
ル
ー
ル
を
平
時
に
定
め
て
お
く
必
要
が
あ

る
。

　
ま
た
、
患
者
の
診
療
主
体
と
な
っ
た
医
療
機
関
の
多

く
が
、
平
時
か
ら
治
験
・
臨
床
研
究
を
行
う
た
め
の
体

制
や
人
員
が
不
足
し
て
い
た
。
患
者
が
殺
到
す
る
現
場

の
医
師
が
、
臨
床
研
究
開
始
準
備
か
ら
デ
ー
タ
入
力
な

ど
の
活
動
も
同
時
に
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
方
、英
国
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｓ（National Health Service

）

傘
下
の
病
院
に
リ
サ
ー
チ
ナ
ー
ス
が
配
置
さ
れ
、
平
時

か
ら
幅
広
い
医
療
機
関
で
臨
床
研
究
を
実
施
す
る
人
員

や
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
患
者
対
応
で
多

忙
な
現
場
で
多
量
の
デ
ー
タ
を
収
集
・
処
理
し
な
く
て

も
よ
い
よ
う
に
、
各
種
医
療
デ
ー
タ
等
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
、
多
く
の
研
究
者
が
利
用
可
能
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
整
備

等
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
回
の
感
染
症
の
治
療
方
法
を

検
討
す
る
無
作
為
化
比
較
試
験
で
は

も
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
デ
ー
タ
が
活
用
さ
れ
た
。そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、

デ
キ
サ
メ
サ
ゾ
ン
の
有
用
性
検
証
が
無
作
為
化
比
較
試
験

開
始
後
１
０
０
日
以
内
に
公
表
さ
れ
た
。

　
疫
学
研
究
に
お
い
て
は
、
日
本
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅

れ
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。
ま
た
、
保
健
所
が
感
染
者

の
積
極
的
疫
学
調
査
と
患
者
登
録
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に

な
っ
た
が
、
こ
の
四
半
世
紀
に
保
健
所
数
は
８
４
７
か
ら

４
６
８
へ
と
半
減
し
、
保
健
所
の
医
師
、
保
健
師
を
含
め

た
人
的
体
制
も
縮
小
さ
れ
て
い
た
た
め
、
保
健
所
や
関
係

機
関
で
の
対
応
が
逼
迫
し
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、

年

７
月
の
学
術
会
議
の
提
言
「
感
染
症
の
予
防
と
制
御
を
目

指
し
た
常
置
組
織
の
創
設
に
つ
い
て
」
な
ど
で
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　

年

月
に
は
法
改
正
が
行
わ
れ
、
感
染
症
発
生
・
蔓

延
時
に
お
け
る
保
健
・
医
療
提
供
体
制
の
整
備
等
、
機

動
的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
体
制
の
整
備
等
、
水
際

対
策
の
実
効
性
の
確
保
が
明
記
さ
れ
、

年
４
月
の
法
改

正
で
は
、
国
の
健
康
危
機
管
理
の
司
令
塔
と
し
て
内
閣
感

染
症
危
機
管
理
統
括
庁
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
提
言
等
で
指
摘
さ
れ
た
課
題
の

一
部
は
解
決
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
も
の
の
、
緊

急
時
の
情
報
の
利
活
用
な
ど
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い

る
。

　
日
本
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
は
、


年
１
月
か
ら
開
発
に
着
手
し
、

年

月
に
承
認
に

至
っ
た
英
国
、
米
国
に
大
き
く
後
れ
を
取
っ
た
。
日
本

で
は
、
過
去
約

年
間
に
海
外
で
発
生
し
た
新
興
感
染

症
の
日
本
国
内
へ
の
直
接
の
影
響
が
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
な
く
、
生
物
学
的
脅
威
に
対
し
て
国
民
を
含
め
危
機

感
が
薄
く
、
か
つ
国
か
ら
の
初
期
費
用
の
支
援
も
限
ら

れ
て
い
た
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
等
の
開
発
準
備
体
制
の
整

備
が
遅
れ
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
・
治
療
薬
の
開
発
に
対
す
る
規
制
に
関
し

て
も
、
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
日
本
で
は
新
規

病
原
体
に
関
し
て
、
単
一
遺
伝
子
を
含
め
す
べ
て
の
遺

伝
子
組
み
換
え
実
験
に
文
科
大
臣
の
承
認
が
必
要
で
多

く
の
時
間
が
費
や
さ
れ
る
。
ま
た
前
々
回
の
感
染
症
法

改
正
時
の
附
帯
決
議
に
「
ワ
ク
チ
ン
は
国
内
で
治
験
を

す
る
こ
と
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
た
め
、
今
回
海
外
治

験
成
績
の
あ
る
ワ
ク
チ
ン
に
国
内
治
験
が
要
求
さ
れ

た
。
行
政
、
メ
ー
カ
ー
、
国
民
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

と
適
用
に
「
日
本
人
特
有
」
「
絶
対
的
安
全
」
を
求
め

す
ぎ
る
た
め
だ
。

自
然
科
学

は
、
自
然
の

理
を
理
解
す

る
も
の
だ

が
、
そ
の
現

象
を
観
察
す

る
た
め
に
は
様
々
な
ツ
ー
ル
が

必
要
に
な
る
。
こ
う
し
た
観
察

の
た
め
の
「
目
の
歴
史
」
は
、

自
然
科
学
の
発
展
の
歴
史
と
も

言
え
る
▼

世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ

の
科
学
者
ア
ン
ト
ー
ニ
・
フ
ァ

ン
・
レ
ー
ウ
ェ
ン
フ
ッ
ク
は
、

歴
史
上
初
め
て
顕
微
鏡
に
よ
っ

て
微
生
物
を
観
察
し
、「
微
生
物

学
の
父
」と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

織
物
商
だ
っ
た
レ
ー
ウ
ェ
ン
フ

ッ
ク
は
、
生
地
の
品
質
を
見
る

た
め
虫
眼
鏡
を
使
っ
て
い
た

が
、
そ
の
経
験
の
中
で
単
眼
式

顕
微
鏡
を
開
発
し
た
。
様
々
な

も
の
を
観
察
し
て
い
た
が
、
１

６
７
４
年
に
湖
の
水
か
ら
微
小

動
物
（
微
生
物
）
を
発
見
し
た

▼
電
子
線
を
利
用
し
た
顕
微
鏡

で
あ
る
電
子
顕
微
鏡
は
、
１
９

３
１
年
に
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン

工
科
大
学
で
開
発
さ
れ
た
。
磁

場
が
電
子
線
に
レ
ン
ズ
作
用
を

持
つ
実
験
が
行
わ
れ
た
４
年
後

の
こ
と
だ
。
シ
ー
メ
ン
ス
は
同

じ
年
に
電
子
顕
微
鏡
を
売
り
出

し
た
。
日
本
で
も
、
１
９
４
０

年
に
大
阪
大
学
の
菅
田
榮
治
が

初
め
て
国
産
第
一
号
の
電
子
顕

微
鏡
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
瀬

藤
象
二
が
技
術
開
発
に
貢
献
し

た
▼
光
学
顕
微
鏡
も
電
子
顕
微

鏡
も
見
え
る
細
か
さ（
解
像
度
）

は
限
界
近
く
ま
で
到
達
し
つ
つ

あ
る
。
光
学
顕
微
鏡
は
対
象
物

に
蛍
光
を
導
入
し
た
り
、
光
学

カ
メ
ラ
を
高
速
化
・
高
度
化
す

る
こ
と
で
、
見
え
る
機
能
を
増

や
し
て
き
た
。電
子
顕
微
鏡
は
、

ク
ラ
イ
オ
の
よ
う
に
凍
ら
せ
て

か
ら
多
く
の
画
像
を
撮
り
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
再
構
成
す
る

こ
と
で
対
象
物
を
増
や
し
た
。

ま
た
磁
場
フ
リ
ー
電
子
顕
微
鏡

に
よ
り
、
磁
性
を
持
つ
物
質
の

解
析
も
可
能
に
な
り
、
幅
広
い

分
野
の
研
究
開
発
を
大
き
く
進

展
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
▼
日

本
顕
微
鏡
学
会
の
学
術
講
演
会

が

日
か
ら
開
催
さ
れ
、
見
え

な
か
っ
た
も
の
を
見
る
た
め
に

日
々
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
の

成
果
が
紹
介
さ
れ
る
。
今
後
の

科
学
の
方
向
が
見
え
る
良
い
機

会
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
日
本
で
は
、
全
ゲ
ノ
ム
デ
ー
タ
を
は
じ
め
ゲ
ノ
ム
研
究
を
推
進
す
る
た
め
の
基
盤
は
整
い
つ
つ
あ
る
が
、
ゲ
ノ
ム
医
療
、
個
別

化
医
療
の
実
現
を
目
指
し
て
、
ゲ
ノ
ム
研
究
を
創
薬
等
の
出
口
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
（
Ａ
Ｍ
Ｅ

Ｄ
）
の
三
島
良
直
理
事
長
は
、
医
療
分
野
の
研
究
開
発
関
連
の
調
整
費
を
活
用
し
て
、
新
た
に
３
年
間
継
続
し
て
支
援
す
る
仕
組

み
を
創
設
し
、
ゲ
ノ
ム
デ
ー
タ
に
加
え
て
、
基
盤
技
術
・
基
礎
科
学
を
最
大
限
活
用
し
た
異
業
種
・
異
分
野
が
連
携
し
た
研
究
を

推
進
し
、
病
態
解
明
お
よ
び
治
療
薬
開
発
等
を
進
め
る
。
近
く
開
か
れ
る
健
康
・
医
療
戦
略
推
進
本
部
で
正
式
決
定
す
る
。

　
医
療
分
野
の
研
究
開
発
関
連
の

調
整
費
は
、
内
閣
府
の
科
学
技
術

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
推
進
費
５

５
５
億
円
の
う
ち
、
１
７
５
億
円

を
医
療
分
野
の
研
究
開
発
関
連
の

調
整
費
と
し
て
配
分
す
る
も
の

で
、
現
場
の
状
況
・
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
理
事
長
裁
量
型
経
費
と
、

推
進
本
部
に
よ
る
機
動
的
な
予
算

配
分
を
行
う
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
経

費
が
あ
る
。
６
月

日
に
開
催
さ

れ
た
健
康
・
医
療
戦
略
推
進
専
門

調
査
会
で
、
調
整
費
の
今
年
度
第

１
回
目
の
配
分
案
が
示
さ
れ
た
。

理
事
長
裁
量
型
経
費
と
し
て
、
５

つ
の
理
事
長
方
針
に
沿
っ
て
１
４

３
課
題
に
１
１
６
・
５
億
円
を
配

分
す
る
。

　
調
整
費
は
基
本
的
に
、
研
究
開

発
が
当
初
予
定
よ
り
も
進
捗
し
、

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
追
加
予
算
を

投
入
し
研
究
開
発
を
加
速
す
る
こ

と
で
、
研
究
開
発
の
進
展
や
事
業

化
な
ど
が
期
待
で
き
る
課
題
に
配

分
す
る
。
そ
の
た
め
、
単
年
度
予

算
と
し
て
配
分
さ
れ
る
こ
と
が
前

提
だ
っ
た
が
、
三
島
理
事
長
は
今

回
新
た
に
、
ゲ
ノ
ム
研
究
を
創
薬

な
ど
の
出
口
に
つ
な
げ
る
研
究
開

発
の
強
化
の
た
め
、
来
年
度
、
再

来
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
も
Ｐ
Ｓ

・
Ｐ
Ｏ
が
課
題
の
進
捗
を
管
理

し
、
必
要
に
応
じ
て
年
度
当
初
か

ら
調
整
費
を
配
分
で
き
る
新
た
な

制
度
を
提
案
し
た
。

　
三
島
理
事
長
は
「
こ
の
分
野
は

進
展
が
早
く
、
日
本
は
世
界
か
ら

遅
れ
て
い
る
。
概
算
要
求
し
て
、

翌
年
度
に
予
算
化
す
る
と
い
う

従
来
の
予
算
で
動
か
す
も
の
も

あ
る
が
、
１
年
も
待
っ
て
い
ら
れ

な
い
課
題
も
あ
り
、
今
を
逃
す
と

さ
ら
に
出
遅
れ
て
し
ま
う
。
機
動

的
に
予
算
を
投
入
す
る
こ
と
で
、

こ
の
状
況
を
打
破
し
た
い
」
と
話

す
。

　
世
界
の
ゲ
ノ
ム
研
究
に
お
け
る

解
析
技
術
は
、
数
カ
月
で
改
良
あ

る
い
は
刷
新
さ
れ
る
ほ
ど
急
速
に

進
展
し
て
お
り
、
欧
米
と
の
解
析

技
術
差
が
開
き
つ
つ
あ
る
。
い
ま

が
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ

り
、
調
整
費
の
性
質
を
生
か
し
た

機
動
的
な
取
り
組
み
の
も
と
、
新

し
い
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

る
。
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
研
究

成
果
を
い
ち
早
く
創
出
す
る
た

め
、
異
分
野
連
携
に
よ
る
新
た
な

研
究
チ
ー
ム
を
対
象
と
す
る
新
規

公
募
を
行
う
。

　
ゲ
ノ
ム
研
究
者
、
臨
床
・
病
態

研
究
者
、
Ａ
Ｉ
研
究
者
、
創
薬
研

究
者
な
ど
異
分
野
の
研
究
者
が
結

集
し
、
最
新
技
術
を
用
い
た
異
な

る
フ
ェ
ー
ズ
の
研
究
を
シ
ー
ム
レ

ス
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
創
薬
等
の

出
口
を
目
指
す
。
細
胞
レ
ベ
ル
で

の
生
命
活
動
の
時
間
的
・
空
間
的

変
動
や
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
ー

ム
、
プ
ロ
テ
オ
ー
ム
、
メ
タ
ボ
ロ

ー
ム
な
ど
の
マ
ル
チ
オ
ミ
ッ
ク

ス
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
画
像

デ
ー
タ
や
臨
床
情
報
な
ど
か
ら
、

最
新
技
術
を
使
っ
て
新
し
い
種
類

の
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
で
、
効
率

的
に
病
態
解
明
を
進
め
る
。
期
間

と
し
て
は
、
約
３
年
間
を
想
定

し
、
そ
の
間
、
毎
年
度
調
整
費
を

措
置
す
る
。
後
年
度
は
Ｐ
Ｓ
・
Ｐ

Ｏ
に
よ
る
進
捗
管
理
を
踏
ま
え

て
、
年
度
当
初
か
ら
調
整
費
の
必

要
性
を
判
断
し
、
予
算
を
配
分
す

る
。

　
今
回
の
調
整
費
の
配
分
で
は
他

に
、
先
端
バ
イ
オ
事
業
と
創
薬
基

盤
事
業
の
連
携
に
よ
る
日
本
発
の

中
枢
神
経
疾
患
治
療
薬
の
開
発

や
、
日
本
ブ
レ
イ
ン
バ
ン
ク
ネ
ッ

ト
（
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｎ
）
に
よ
る
精
神
・

神
経
疾
患
死
後
脳
リ
ソ
ー
ス
基
盤

の
強
化
な
ど
、
基
盤
技
術
や
拠
点

の
活
用
等
に
よ
る
事
業
・
課
題
・

分
野
間
連
携
の
強
化
の
た
め
の
課

題
と
し
て

課
題
、
治
療
抵
抗
性

難
治
が
ん
に
お
け
る
ヒ
ス
ト
ン
脱

メ
チ
ル
化
酵
素
Ｌ
Ｓ
Ｄ
１
の
機
能

性
ド
メ
イ
ン
を
標
的
と
し
た
新
規

抗
が
ん
剤
の
開
発
な
ど
、
若
手
研

究
者
を
対
象
と
し
た
５
課
題
、
日

本
と
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ピ
ロ
リ
菌
関

連
胃
発
が
ん
を
制
御
す
る
食
習
慣

と
胃
内
環
境
の
特
定
に
向
け
た
国

際
臨
床
研
究
な
ど
の
国
際
連
携
強

化
に
７
課
題
。
最
先
端
の
Ａ
Ｉ
技

術
を
用
い
た
マ
ル
チ
タ
ー
ゲ
ッ
ト

予
測
と
構
造
発
生
を
組
み
合
わ
せ

た
包
括
的
な
創
薬
Ａ
Ｉ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
開
発
な
ど
の
最
先
端

の
研
究
開
発
・
環
境
整
備
整
備
関

連
の

課
題
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

６
月

日
に
開
催
さ
れ
た
健
康
・

医
療
戦
略
推
進
専
門
調
査
会

　
情
報
通
信
研
究
機
構
（
Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｔ
）
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
研
究
室
は
、
同
機
構
が
研

究
開
発
し
て
い
る
サ
イ
バ
ー
攻

撃
統
合
分
析
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
「
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ａ
改
（
ニ

ル
ヴ
ァ
ー
ナ
・
カ
イ
）
」
の
新

機
能
と
し
て
、
複
数
の
組
織
か

ら
攻
撃
情
報
を
収
集
し
、
Ｍ
Ｉ

Ｔ
Ｒ
Ｅ
　
Ａ
Ｔ
Ｔ
＆
Ｃ
Ｋ
（
マ

イ
タ
ー
ア
タ
ッ
ク
）
の
攻
撃
記

述
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
沿
っ

て
、
組
織
を
ま
た
ぐ
俯
瞰
的
な

分
析
を
可
能
に
す
る
横
断
分
析

機
能
を
開
発
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
は
組
織

ご
と
に
独
立
に
行
わ
れ
て
き
た

ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
型
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
か
ら
、
結
節
点
と

な
る
組
織
を
中
心
に
複
数
組
織

が
緩
や
か
に
連
携
す
る
、
ネ
ク

サ
ス
型
の
新
た
な
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
を
確
立
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
日
本
の
サ
イ
バ
ー

攻
撃
対
処
能
力
向
上
に
つ
な
が

る
と
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
は
期
待
し
て

い
る
。

　
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ａ
改
は
、
組

織
内
で
の
ア
ラ
ー
ト
の
優
先
順

位
付
け
と
、
異
常
な
通
信
の
遮

断
を
可
能
に
す
る
サ
イ
バ
ー
攻

撃
統
合
分
析
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
は
組

織
ご
と
に
独
立
し
て
稼
働
す
る

ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
型
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
で
あ
っ
た
。
今
回

開
発
し
た
新
機
能
は
、
複
数
の

組
織
か
ら
攻
撃
情
報
を
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｔ
が
収
集
し
、
組
織
を
ま
た
ぐ

俯
瞰
的
な
分
析
を
可
能
に
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
横
断
分
析
機
能
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
各
組
織
の
エ
ン

ド
ポ
イ
ン
ト
で
攻
撃
情
報
を
収

集
す
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
エ

ン
ド
ポ
イ
ン
ト
内
で
不
正
な
挙

動
を
行
う
プ
ロ
セ
ス
を
分
析
し

て
マ
ル
ウ
ェ
ア
を
検
出
す
る
も

の
で
、
同
時
に
そ
の
挙
動
か
ら

マ
イ
タ
ー
ア
タ
ッ
ク
で
規
定
さ

れ
て
い
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
戦

術
（
Ｔ
ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
）
と
手

法（
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｉ
ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
）

を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

マ
イ
タ
ー
ア
タ
ッ
ク
は
、
米
国

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
社
が
開
発
し
た
、

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
戦
術
や
手
法

な
ど
を
体
系
的
か
つ
網
羅
的
に

記
述
す
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

あ
る
。

　
各
組
織
の
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト

か
ら
収
集
さ
れ
た
攻
撃
情
報

は
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
厳
重
な
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
で
管
理
す
る
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
に
安
全
な
通
信
経
路

経
由
で
集
約
さ
れ
、
複
数
組
織

を
横
断
す
る
俯
瞰
的
な
分
析
を

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
行
う
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
異
な
る
組
織
で
同
時
期

に
発
生
し
て
い
る
攻
撃
の
共
通

性
や
、
特
定
の
組
織
や
分
野
に

対
す
る
攻
撃
の
局
所
性
な
ど
、

こ
れ
ま
で
一
組
織
が
単
独
で
は

知
り
得
な
か
っ
た
サ
イ
バ
ー
攻

撃
の
大
局
的
な
状
況
を
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｔ
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な

る
。

　
そ
し
て
、
集
約
し
た
攻
撃
情

報
と
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
保
有
す
る
多

種
多
様
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連

情
報
と
を
突
き
合
わ
せ
て
分
析

し
、
そ
の
結
果
を
各
組
織
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、

各
組
織
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
攻

撃
の
原
因
特
定
や
迅
速
な
対
処

に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｖ
Ａ

Ｎ
Ａ
改
の
新
し
い
横
断
分
析
機

能
に
よ
っ
て
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
の
結
節
点
と
な
る
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
中
心
に
、
複
数
組
織

が
緩
や
か
に
連
携
す
る
「
ネ
ク

サ
ス
型
」
の
新
た
な
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
の
確
立
が
可
能
と
な

り
、
日
本
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー

攻
撃
状
況
把
握
能
力
が
強
化
さ

れ
る
と
共
に
、
連
携
組
織
の
サ

イ
バ
ー
攻
撃
対
処
能
力
向
上
が

期
待
で
き
る
。

　
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
は
今
後
、
複
数

の
国
内
組
織
と
連
携
し
て
Ｎ
Ｉ

Ｒ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ａ
改
の
横
断
分
析
機

能
の
導
入
・
運
用
を
進
め
、
ネ

ク
サ
ス
型
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
を

目
指
す
。

　
ま
た
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
Ｎ
Ｉ
Ｒ

Ｖ
Ａ
Ｎ
Ａ
改
の
今
回
の
新
た
な

横
断
分
析
機
能
を
、
６
月

日

か
ら

日
ま
で
千
葉
市
の
幕
張

メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｉ
ｎ

ｔ
ｅ
ｒ
ｏ
ｐ
　
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
　

２
０
２
３
」
で
、
動
態
展
示
し

て
紹
介
し
た
。

　年に学術会議のあり方
を検討した際、スムーズに改
革を進めることができたの

は、学術会議との対話も含
め、公開の場で、有識者同士
の議論が行われたことが大
きい。内閣府は率直な意見交
換を行うため、非公開にと

いうが、そもそも公開の場
で、正々堂々と自らの意見を
述べることができない人を有
識者と呼べるのかどうかが疑
問だ。

　日本学樹会議のあり方を
めぐって、内閣府が学術会
議に検討会の案を示した。
ただし、その内容は、学術
会議の求める対話とは程遠
い内容となっており、学術
会議は７月に総会を開い
て、今後の対応を決めると
いう。
　学術会議は４月の総会
で、「『説明』ではなく
『対話』を、『拙速な法改
正』ではなく『開かれた協
議の場』を」とする声明を
発出するとともに、今国会
への学術会議法改正案を思
いとどまるよう勧告を出し

た。岸田文雄首相はこれを
受け、法案提出を断念する
とともに、後藤担当大臣に
「学術会議と丁寧に議論
し、早期に結論を得てもら
いたい」と指示した。
　これを受け、内閣府では
具体的な議論の場について
検討を進め、６月日に開
かれた学術会議の幹事会で
有識者懇談会の設置につい
て説明した。しかし、声明
で求めていた、議論のあり
方、検討対象、検討の形式
（公開・非公開など）など、
その内容には大きな隔たり
がある。

　梶田会長は「私たちの考
えが全て満たされない限り
今回の議論の席には着かな
いというような、かたくな
な態度をとるものではあり
ません」としながらも、
「そのような（声明で求め
た）協議の場となるよう、
ご配慮をお願いしたい」と
内閣府に求めた。

学術会議と内閣府の認識の相違



新
し
い
着
想
は
し
ば
し
ば
他
分
野
か
ら

専
門
に
と
ら
わ
れ
ず
集
ま
っ
て
議
論
を

２
氏
に
聞
く

これまで見えなかったものが見える
テーマ「広がる顕微研究の地平線」

左
頁
に
つ
づ
く

荒
河
一
渡
・
実
行
委
員
長

光
岡
薫
・
副
実
行
委
員
長

大
胆
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
見
直
し

ほ
と
ん
ど
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
名
変
更

新
手
法
と
共
に
伝
統
も
尊
重

同
じ
も
の
を
多
様
な
手
法
で
見
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
３
つ
に
絞
る

世
界
の
最
新
動
向
に
沿
っ
て
議
論

日本顕微鏡学会　第回学術講演会
島根県松江市くにびきメッセで６月～日開催

（４）第３９２６号第３種郵便物認可 ２０２３年（令和５年）６月２３日（金曜日）（週　刊）

　日本顕微鏡学会の第回学術講演会が「広

がる顕微研究の地平線」をテーマに、６月

～日の３日間、島根県松江市のくにびきメ

ッセで開催される。今回、一般講演セッショ

ンを再編成し、参加者間の交流がさらに進む

ようプログラム構成を大幅に見直した。また、

日から７月１日には国際会議　　　IAMNano2023

（International workshop on Advanced and in-situ

 Microscopies of functional Nanomaterials and dev

ices）を連携開催することで、国際交流を促

進する。今回の学術講演会の狙いやトピック

スなどについて、荒河一渡・実行委員長（島

根大学次世代たたら協創センター副センター

長・教授）と、光岡薫・副実行委員長（大阪

大学超高圧電子顕微鏡センター教授）にお話

を伺った。

　
今
回
の
テ
ー
マ
「
広
が
る
顕
微
研
究
の
地

平
線
」
に
つ
い
て
、
荒
河
実
行
委
員
長
は

「
顕
微
鏡
法
は
、
材
料
、
医
学
・
生
物
分
野

に
お
け
る
研
究
開
発
の
基
盤
的
技
術
で
す
。

近
年
、
顕
微
鏡
本
体
・
周
辺
機
器
お
よ
び
Ａ

Ｉ
技
術
と
結
び
つ
い
た
解
析
技
術
等
の
革
新

的
な
高
度
化
が
次
々
に
達
成
さ
れ
る
と
と
も

に
、
顕
微
鏡
法
の
応
用
範
囲
が
拡
大
し
て
い

ま
す
。
顕
微
研
究
の
前
途
に
は
、
ま
さ
に
、

こ
れ
ま
で
は
見
え
な
か
っ
た
も
の
が
見
え
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
、
新
た
な
『
地
平
線
』

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
思
い
で

テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
島
根
県

に
は
地
平
線
・
水
平
線
が
見
え
る
場
所
が
多

い
の
で
、
こ
の
場
所
で
の
出
会
い
が
新
た
な

地
平
線
を
切
り
拓
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
今
回
の
学
術
講
演
会
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
構

成
を
大
胆
に
見
直
し
た
。
一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

の
数
を
前
回
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら

セ
ッ

シ
ョ
ン
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
も


セ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
と
大

幅
に
絞
り
込
ん
だ
。
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ

る
、
若
手
育
成
の
た
め
の
国
際
若
手
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
（
６
月

日
）
は
前
回
同
様
に
設
定

し
た
。
光
岡
副
実
行
委
員
長
は
「
最
初
に
、

大
島
義
文
装
置
・
材
料
系
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員

長
（
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）
お
よ
び
米
倉
功
治
医
学

・
生
物
系
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
長
（
理
研
、
東

北
大
学
）
か
ら
、
生
物
や
材
料
の
垣
根
を
取

り
払
っ
た
と
こ
ろ
で
顕
微
鏡
を
メ
イ
ン
に
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
き
な
い
か
と
い
う
提
案

が
あ
り
、
そ
こ
を
目
指
し
て
、
ま
ず
第
一
歩

を
踏
み
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
」
、
荒
河

実
行
委
員
長
は
「
新
し
い
ア
イ
デ
ア
は
、
し

ば
し
ば
他
の
分
野
か
ら
や
っ
て
く
る
の
で
、

異
な
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
者
同
士

で
話
し
合
う
こ
と
が
良
い
結
果
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。顕
微
鏡
学
の
発
展
と
と
も
に
、

構
成
は
さ
ら
に
見
直
し
て
い
け
れ
ば
良
い
と

思
い
ま
す
」
と
い
う
。

　
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
変
更
が
行

わ
れ
た
の
か
。

　
一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
顕
微
鏡
技
術
（
装

置
・
手
法
系
）
（
Ｉ
）
、
医
学
・
生
物
科
学

（
Ｂ
）
、
材
料
科
学
（
Ｍ
）
に
分
類
で
き
る

が
、
ほ
と
ん
ど
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
名
が
変
更
に

な
っ
た
。

　
一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン「
プ
ロ
ー
ブ
顕
微
鏡
法
」

（
Ｉ
５
）
は
、
従
来
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
取

り
上
げ
て
い
た
も
の
を
一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン
へ

と
変
更
し
た
も
の
だ
。
探
針
を
用
い
て
、
材

料
や
生
物
等
の
表
面
や
そ
の
近
傍
の
局
所
構

造
や
物
性
を
計
測
す
る
手
法
に
つ
い
て
議
論

す
る
。

　
ま
た
、
装
置
開
発
や
性
能
評
価
を
行
っ
て

い
る
研
究
者
や
技
術
者
が
メ
イ
ン
で
話
が

で
き
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
新
し
く
「
装

置
開
発
・
性
能
評
価
」
（
Ｉ
８
）
を
創
設
し

た
。

　
「
デ
ー
タ
解
析
法
」
（
Ｉ
７
）
は
、
こ
れ

ま
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
で
取
り
上
げ
て
き

た
が
、一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
し
た
。「
昨
今
、

Ａ
Ｉ
や
デ
ー
タ
科
学
を
駆
使
し
て
研
究
を
進

め
る
こ
と
が
一
般
的
に
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
顕
微
鏡
に
お
い
て
も
同
様
で
、
常
設
の

一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
す
る
べ
き
だ
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
す
」
（
荒
河
）
。
光
岡
副
実
行
委

員
長
は
「
顕
微
鏡
で
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

使
っ
た
解
析
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

顕
微
鏡
観
察
で
得
ら
れ
る
顕
微
鏡
像
、
回
折

図
形
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ス
ペ
ク
ト
ル
な
ど
の
デ

ー
タ
を
多
変
量
解
析
、
機
械
学
習
、
信
号
処

理
、
ノ
イ
ズ
除
去
、
画
像
認
識
、
ス
ペ
ク
ト

ル
分
解
な
ど
、
デ
ー
タ
解
析
手
法
を
使
っ
て

解
析
し
ま
す
。
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
材

料
系
お
よ
び
医
学
・
生
物
系
に
ま
た
が
る
研

究
者
が
、
解
析
技
術
を
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
応
用

し
て
い
る
か
を
、
一
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
中

で
議
論
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
思
っ
て
も
い

な
か
っ
た
発
展
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

　
「
材
料
組
織
観
察
・
構
造
解
析
」
（
Ｍ

１
）
も
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル

だ
が
、
新
し
い
セ
ッ
シ
ョ
ン
だ
。

　
「
従
来
は
金
属
、
半
導
体
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
、
磁
性
体
、
誘
電
体
な
ど
の
材
料
ご
と
に

分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
例
え
ば
金
属
で
あ

れ
ば
、
金
属
学
会
で
議
論
が
で
き
る
た
め
、

顕
微
鏡
学
会
と
し
て
は
、
様
々
な
材
料
の
専

門
家
が
横
断
的
に
議
論
で
き
る
場
が
あ
っ
た

方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
顕
微
鏡

だ
か
ら
分
解
能
を
上
げ
れ
ば
良
い
と
い
う
だ

け
で
は
な
く
、
木
を
見
て
森
を
見
ず
に
な
ら

な
い
よ
う
、
新
た
な
手
法
だ
け
で
な
く
伝
統

的
な
手
法
も
含
め
て
、
様
々
な
材
料
開
発
に

つ
な
が
る
議
論
が
で
き
れ
ば
と
考
え
、
分
野

横
断
的
に
議
論
で
き
る
場
と
し
て
設
置
し
ま

し
た
」
（
荒
河
）

　
「
分
野
分
け
を
な
る
べ
く
荒
く
し
て
、
専

門
に
と
ら
わ
れ
ず
に
集
ま
っ
て
う
ま
く
議

論
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
の

が
狙
い
で
、
最
初
の
ア
イ
デ
ア
と
し
て
は
生

物
と
材
料
も
な
し
に
し
た
い
と
い
う
話
も

あ
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
そ
こ
ま
で
は
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
『
バ
イ
オ
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
』
（
Ｂ
１
）
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
協
力

し
て
い
る
生
体
解
析
分
科
会
が
最
近
、
ク
ラ

イ
オ
Ｓ
Ｅ
Ｍ
と
い
う
手
法
に
着
目
し
て
分

科
会
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
講

演
予
定
の
中
に
『
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

性
能
に
対
す
る
ス
ラ
リ
ー
構
造
の
影
響
解

析
』
や
『
ク
ラ
イ
オ
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
を

用
い
た
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
の
構
造
観
察
』

と
い
っ
た
形
で
、
ど
ち
ら
も
バ
イ
オ
で
は

な
い
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
が
混
ざ
っ

た
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

『
生
物
試
料
作
製
／
観
察
法
』
（
Ｂ
４
）
で

予
定
さ
れ
て
い
る
演
題
を
見
る
と
、
『
Ｃ
ｒ

ｙ
ｏ
―
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ｍ
と
Ｃ
ｒ
ｙ
ｏ
―
Ｆ
Ｉ
Ｂ
を

用
い
た
ｉ
ｎ
　
ｓ
ｉ
ｔ
ｕ
構
造
解
析
』
は
、

電
子
顕
微
鏡
を
メ
イ
ン
に
用
い
た
生
物
観

察
で
す
が
、
『
動
物
組
織
か
ら
精
製
し
た
膜

試
料
の
三
次
元
構
造
解
析
』
と
『
広
域
三
次

元
光
―
電
子
相
関
電
子
顕
微
鏡
法
で
紐
解
く

細
胞
内
分
解
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
』
は
、
光
学
顕

微
鏡
を
メ
イ
ン
に
し
た
手
法
で
す
。
同
じ
よ

う
な
も
の
を
い
ろ
い
ろ
な
手
法
で
見
る
、
そ

う
し
た
研
究
者
が
集
ま
っ
て
、
議
論
す
る
と

い
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
イ
デ
ア
を
交

換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
問
が
よ
り
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
（
光

岡
）

　
ま
た
、
荒
河
実
行
委
員
長
は
「
プ
ロ
グ
ラ

ム
委
員
会
で
は
、
大
き
な
考
え
方
は
皆
さ
ん

に
賛
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
プ
ロ
グ

ラ
ム
委
員
の
先
生
方
で
活
発
に
議
論
し
て
い

た
だ
き
、
か
な
り
練
っ
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
分
け

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今

回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
再
編
す
る
際
、
顕
微
鏡

学
会
の
中
に
あ
る

の
分
科
会
と
３
つ
の
研

究
部
会
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
従

来
は
、
分
科
会
と
研
究
部
会
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
提
案
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
す

が
、
今
回
、
一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
プ
ロ
グ
ラ

ム
委
員
会
の
方
で
ま
ず
立
て
て
、
そ
れ
に
対

し
て
研
究
部
会
と
分
科
会
に
、
例
え
ば
、
招

待
講
演
者
を
推
薦
し
て
い
た
だ
い
た
り
内
容

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

り
し
ま
し
た
。
顕
微
鏡
学
会
の
多
く
の
方
の

力
を
結
集
し
て
、
こ
う
し
た
か
た
ち
が
で
き

ま
し
た
」
と
話
す
。

　
今
回
の
講
演
会
で
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
絞

り
込
ま
れ
た
こ
と
で
、
内
容
が
非
常
に
充
実

し
て
い
る
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
３
次
元
結
晶
構
造
解
析

の
進
展
」
に
つ
い
て
、
荒
河
実
行
委
員
長
は

「
電
子
顕
微
鏡
は
、
像
を
取
得
し
て
、
そ
こ

か
ら
新
し
い
も
の
を
見
い
だ
す
の
が
基
本
で

す
が
、
極
め
て
有
用
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い

る
電
子
回
折
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
用
す
る

の
が
世
界
的
な
ト
レ
ン
ド
に
な
っ
て
い
ま

す
。
一
つ
は
、
三
次
元
結
晶
構
造
構
造
解
析

の
進
展
の
中
に
あ
る
、
電
子
回
折
パ
タ
ー
ン

か
ら
構
造
情
報
を
抽
出
す
る
３
Ｄ
―
Ｅ
Ｄ

（
電
子
線
三
次
元
結
晶
構
造
解
析
）
。
も
う

一
つ
は
、
４
Ｄ
―
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
（
４
次
元
走
査

透
過
電
子
顕
微
鏡
）
。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
は
プ
ロ
ー

ブ
状
の
電
子
ビ
ー
ム
を
試
料
上
で
走
査
さ

せ
、
各
プ
ロ
ー
ブ
位
置
で
の
散
乱
電
子
を
各

種
検
出
器
で
収
集
し
、
像
を
形
成
す
る
も
の

で
す
。
一
方
、
各
プ
ロ
ー
ブ
位
置
（
二
次
元

実
空
間
）
で
電
子
回
折
パ
タ
ー
ン
（
二
次
元

逆
空
間
）
そ
の
も
の
を
取
得
す
る
の
が
４
Ｄ

―
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
こ

れ
ら
の
手
法
と
と
も
に
、
中
性
子
線
や
放
射

光
回
折
に
よ
る
構
造
解
析
も
あ
わ
せ
て
横
断

的
に
、
世
界
の
最
新
動
向
に
基
づ
く
議
論
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
」
。

　
日
本
の
強
み
の
一
つ
が
超
高
圧
電
子
顕
微

鏡
だ
。
シ
ン
ポ
シ
ウ
ム
「
広
が
る
超
高
圧
電

子
顕
微
鏡
法
の
地
平
線
」
で
は
、
北
海
道
大

学
、名
古
屋
大
学
、大
阪
大
学
、九
州
大
学
、

日
立
製
作
所
の
５
機
関
か
ら
の
講
演
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
超
高
圧
電
子
顕
微
鏡
の
最
大

の
特
長
は
高
い
厚
膜
観
察
能
で
あ
り
、
物
質

内
に
サ
ブ
ミ
ク
ロ
ン
ス
ケ
ー
ル
で
広
が
る
構

造
の
三
次
元
観
察
、
薄
膜
化
に
よ
る
表
面
効

果
を
受
け
な
い
内
部
構
造
の
観
察
、
ガ
ス
環

境
下
で
の
そ
の
場
観
察
な
ど
に
大
き
な
威
力

を
発
揮
す
る
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
超
高
圧
電
子
顕
微
鏡
の
特
長
を
活

か
し
た
特
色
あ
る
研
究
事
例
の
紹
介
と
、
近

年
の
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
高
速
カ
メ
ラ
や
情
報

科
学
的
手
法
の
活
用
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
る

新
展
開
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
る
。
光
岡

副
実
行
委
員
長
は
「
最
近
は
細
胞
を
そ
の
ま

ま
電
子
顕
微
鏡
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

通
常
の
電
子
顕
微
鏡
で
は
、
細
胞
を
凍
ら
せ

た
後
に
Ｆ
Ｉ
Ｂ（
収
束
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
）で
削

り
な
が
ら
、
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
を
撮
っ
て

３
次
元
化
す
る
の
で
す
が
、
阪
大
の
超
高
圧

電
子
顕
微
鏡
は
ク
ラ
イ
オ
ス
テ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
て
、
細
胞
を
そ
の
ま
ま
全
体
を
見
る
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
」。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ｆ
Ｉ
Ｂ
技
術
の
最
新
動

向
と
基
礎
学
理
」
と
一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
試

料
作
製
技
術
」
（
Ｉ
６
）
は
互
い
に
強
く
関

連
し
合
う
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
荒
河
実
行

委
員
長
は「
Ｆ
Ｉ
Ｂ（
収
束
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
）

は
、
Ｔ
Ｅ
Ｍ
（
透
過
電
子
顕
微
鏡
）
試
料
を

作
っ
た
り
、
シ
リ
ア
ル
セ
ク
シ
ョ
ニ
ン
グ
ニ

ン
グ
Ｓ
Ｅ
Ｍ
（
走
査
電
子
顕
微
鏡
）
を
行
っ

た
り
す
る
た
め
の
手
法
で
す
。
Ｆ
Ｉ
Ｂ
の
最

近
の
進
展
は
著
し
く
、
た
と
え
ば
、
従
来
の

イ
オ
ン
源
は
ガ
リ
ウ
ム
金
属
の
み
で
あ
っ
た

の
に
対
し
て
、
キ
セ
ノ
ン
や
ヘ
リ
ウ
ム
な
ど

の
ガ
ス
原
子
も
イ
オ
ン
源
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
装
置
の
自

動
化
も
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
一
方
で
、

「
試
料
作
製
技
術
（
Ｉ
６
）
」
で
は
、
例
え

ば
、
電
解
研
磨
法
と
い
う
伝
統
的
な
Ｔ
Ｅ
Ｍ

試
料
作
製
技
術
を
取
り
上
げ
ま
す
。
こ
の
技

術
は
、
多
く
の
人
に
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
も

の
の
、
Ｆ
Ｉ
Ｂ
に
は
な
い
利
点
も
持
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
複
数
の
技
術
に
つ
い
て
横

断
的
に
議
論
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
気
づ
き

や
交
流
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
い
う
。



特
集
　
日
本
顕
微
鏡
学
会
　
第

回
学
術
講
演
会

日
本
電
子

高精度でより薄く　ニーズに応える複合システム

低
加
速
電
圧
観
察
実
現

デ
ー
タ
の
自
動
取
得
を
支
援

日
立
ハ
イ
テ
ク

学会関連製品紹介

右
頁
か
ら
つ
づ
く

懇親会開催「縁結びの地で良い出会いを」

装置のブラックボックス化　防がねば

結
晶
格
子
欠
陥
ど
う
関
与
？

金
属
材
料
の
力
学
特
性
に
迫
る

荒
河
氏
の
研
究

タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
解
析

技
術
の
高
度
化
に
取
り
組
む

光
岡
氏
の
研
究

（５） 第３９２６号第３種郵便物認可 ２０２３年（令和５年）６月２３日（金曜日）（週　刊）

　
◇
新
型
Ｆ
Ｉ
Ｂ
―
Ｓ
Ｅ
Ｍ
シ
ス
テ
ム

「
Ｊ
Ｉ
Ｂ
―
Ｐ
Ｓ
５
０
０
ｉ
」
（
日
本
電

子
＝
東
京
都
昭
島
市
武
蔵
野
３
―
１
―

２
）

　
日
本
電
子
は
高
精
度
と
高
分
解
能
を
実

現
し
た
新
型
Ｆ
Ｉ
Ｂ
―
Ｓ
Ｅ
Ｍ
シ
ス
テ
ム

「
Ｊ
Ｉ
Ｂ
―
Ｐ
Ｓ
５
０
０
ｉ
」
＝
写
真
＝

を
開
発
し
、
今
年
２
月
か
ら
販
売
を
開
始

し
た
。

　
先
端
材
料
の
構
造
微
細
化
や
プ
ロ
セ
ス

の
複
雑
化
に
伴
い
、
形
態
観
察
や
元
素
分

析
な
ど
の
評
価
技
術
に
も
高
い
分
解
能
と

精
度
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
半
導

体
業
界
を
は
じ
め
、
電
池
・
材
料
分
野
で

の
透
過
電
子
顕
微
鏡
（
Ｔ
Ｅ
Ｍ
）
用
試
料

作
製
に
お
い
て
は
、
〝
高
精
度
〟
か
つ

〝
よ
り
薄
く
〟
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

「
Ｊ
Ｉ
Ｂ
―
Ｐ
Ｓ
５
０
０
ｉ
」
は
、
こ
う

し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
開
発
さ
れ

た
、
高
精
度
で
加
工
で
き
る
Ｆ
Ｉ
Ｂ
（
集

束
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
加
工
装
置
）
と
高
分
解

能
を
有
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｍ（
走
査
電
子
顕
微
鏡
）

の
複
合
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
【
主
な
特
長
】

　
①
Ｆ
Ｉ
Ｂ
鏡
筒
は
、
最
大
電
流
１
０
０

ｎ
Ａ
の
Ｇ
ａ
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
照
射
が
可

能
。
大
電
流
で
の
加
工
は
、
特
に
広
領
域

の
観
察
・
分
析
に
必
要
な
断
面
試
料
作
製

に
威
力
を
発
揮
す
る
。
ま
た
、
短
ワ
ー
キ

ン
グ
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
化
と
新
開
発
の
電
源

に
よ
り
、
低
加
速
仕
上
げ
加
工
時
の
性
能

も
向
上
し
た
。

　
②
Ｓ
Ｅ
Ｍ
鏡
筒
は
、
新
開
発
の
ス
ー
パ

ー
コ
ニ
カ
ル
レ
ン
ズ
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し

た
こ
と
に
よ
り
、
低
加
速
電
圧
時
の
像
分

解
能
が
大
き
く
向
上
し
た
。
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
の
良
い
鮮
明
な
Ｓ
Ｅ
Ｍ
像
が
取
得
で

き
、
薄
片
加
工
終
点
を
見
逃
さ
な
い
。

　
③
大
型
チ
ャ
ン
バ
ー
お
よ
び
新
開
発
の

試
料
ス
テ
ー
ジ
を
採
用
し
、
可
動
範
囲
を

増
や
し
た
こ
と

で
、
大
き
な
試

料
に
も
対
応
。

ま
た
、
ス
テ
ー

ジ
の
傾
斜
角
を


度
傾
け
て
使

用
で
き
る
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｍ
検
出
器
を

新
規
開
発
し
、

Ｔ
Ｅ
Ｍ
試
料
作

製
か
ら
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｍ
観
察
ま
で
シ

ー
ム
レ
ス
に
実

行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
④
操
作
Ｇ
Ｕ
Ｉ
は
、
高
分
解
能
走
査
電

子
顕
微
鏡
「
Ｊ
Ｓ
Ｍ
―
Ｉ
Ｔ
８
０
０
」
シ

リ
ー
ズ
で
好
評
と
な
っ
て
い
る
Ｓ
Ｅ
Ｍ
　

ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
を
搭
載
し
、
Ｅ
Ｄ
Ｓ
分
析

フ
ル
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
と
し

た
。

　
⑤
二
軸
傾
斜
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
と
専
用
Ｔ

Ｅ
Ｍ
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
り
、
Ｔ
Ｅ
Ｍ
―
Ｆ
Ｉ

Ｂ
間
の
試
料
搬
送
を
よ
り
容
易
に
し
な
が

ら
、
高
精
度
な
方
位
合
わ
せ
を
可
能
に
し

た
。

　
【
Ｆ
Ｉ
Ｂ
の
主
な
仕
様
】

　
像
分
解
能

３
ｎ
ｍ
（

ｋ
Ｖ
時
）
／

倍
率

×

～
×

万
／
加
速
電
圧

０

・
５
～

ｋ
Ｖ
／
ビ
ー
ム
電
流

１
・
０

ｐ
Ａ
～
１
０
０
ｎ
Ａ
／
イ
オ
ン
源

Ｇ
ａ

液
体
金
属
イ
オ
ン
源
／
加
工
形
状

矩

形
、
円
、
多
角
形
、
点
、
線
、
ビ
ッ
ト
マ

ッ
プ
図
形

　
【
Ｓ
Ｅ
Ｍ
の

主
な
仕
様
】

　
像
分
解
能


０
・
７
ｎ
ｍ

（

ｋ
Ｖ
）
、

１
・
４
ｎ
ｍ

（
１
ｋ
Ｖ
）
、

１
・
０
ｎ
ｍ

（
１
ｋ
Ｖ
）

（
Ｂ
Ｄ
モ
ー

ド
）
／
倍
率


×

～
×
１
０

０
万
／
入
射
電

圧

０
・

～

ｋ
Ｖ
／
ビ
ー
ム
電
流


約
１
ｐ
Ａ
～
５
０
０
ｎ
Ａ
以
上
／
電
子
銃


イ
ン
レ
ン
ズ
シ
ョ
ッ
ト
キ
ー
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ

電
界
放
出
電
子
銃
／
標
準
検
出
器

二
次

電
子
検
出
器
（
Ｓ
Ｅ
Ｄ
）
、
上
方
電
子
検

出
器
（
Ｕ
Ｅ
Ｄ
）
、
イ
ン
レ
ン
ズ
反
射
電

子
検
出
器
（
ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｄ
）

　
【
販
売
計
画
】

　
本
体
標
準
価
格

税
込
み
２
億
２
０
０

０
万
円
～
、
年
間
予
想
台
数


台
～

　
◇
電
界
放
出
形
走
査
電
子
顕
微
鏡
（
Ｆ
Ｅ
―
Ｓ

Ｅ
Ｍ
）
「
Ｓ
Ｕ
８
７
０
０
」
（
日
立
ハ
イ
テ
ク
＝

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
１
―
１
７
―
１
）

　
日
立
ハ
イ
テ
ク
の
極
低
加
速
電
圧
観
察
、
デ
ー

タ
取
得
の
自
動
化
機
能
を
強
化
し
た
電
界
放
出
形

走
査
電
子
顕
微
鏡
（
Ｆ
Ｅ
―
Ｓ
Ｅ
Ｍ
）
「
Ｓ
Ｕ
８

７
０
０
」
＝
写
真
＝
は
、
半
導
体
や
ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
、
材
料
開
発
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
、
微

細
構
造
の
観
察
や
計
測
・
分
析
に
活
用
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
対
象
と
な
る
構
造
や
サ
イ
ズ
の
微
細

化
、
多
く
の
デ
ー
タ
を
必
要
と
す
る
デ
ー
タ
駆
動

型
研
究
開
発
の
進
展
が
予
想
さ
れ
る
中
、
こ
の
製

品
は
最
表
面
・
低
損
傷
観
察
、
大
量
デ
ー
タ
の
短

時
間
取
得
や
ユ
ー
ザ
ー
の
負
荷
低
減
を
支
援
す
る

機
能
を
備
え
て
い
る
。

　
【
主
な
特
長
】

　
こ
の
顕
微
鏡
は
、
シ
ョ
ッ
ト
キ
ー
Ｆ
Ｅ
電
子
銃

搭
載
に
よ
り
、
極
低
加
速
電
圧
観
察
か
ら
大
照
射

電
流
を
要
す
る
高
速
分
析
、Ｅ
Ｂ
Ｓ
Ｄ（Electron

 Back Scatter Diffraction


電
子
線
後
方
散
乱
回

折
）
分
析
ま
で
、
幅
広
い
材
料
の
解
析
に
対
応
す

る
。
ま
た
、
電
子
光
学
系
の
自
動
調
整
機
能
や
デ

ー
タ
取
得
自
動
化
を
支
援
す
る
機
能
を
準
備
し
、

大
量
デ
ー
タ
の
自
動
取
得
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　
＜
①
最
表
面
・
低
損
傷
観
察
を
可
能
と
す
る
極

低
加
速
電
圧
性
能
＞
Ｓ
Ｕ
８
７
０
０
で
は
高
輝
度

シ
ョ
ッ
ト
キ
ー
エ
ミ
ッ
タ
ー
搭
載
に
よ
り
、
照
射

ビ
ー
ム
電
流
の
安
定
化
に
加
え
、
ブ
ー
ス
タ
ー
光

学
系
に
よ
り
試
料
へ
の
電
圧
印
加
な
し
で
極
低
加

速
電
圧
観
察
が
行
え
る
た
め
、
純
粋
な
最
表
面
の

微
細
形
状
観
察
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
最

小

Ｖ
（
オ
プ
シ
ョ
ン
）
か
ら
の
極
低
加
速
電
圧

観
察
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
電
子
線
耐
性
の

乏
し
い
材
料
の
チ
ャ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
ダ
メ
ー
ジ
の

影
響
を
抑
制
し
た
低
損
傷
観
察
が
可
能
と
な
る
。

　
＜
②
デ
ー
タ
自
動
取
得
を
サ
ポ
ー
ト
＞
Ｆ
Ｅ
―

Ｓ
Ｅ
Ｍ
の
観
察
や
分
析
で
は
対
象
や
目
的
に
応
じ

て
観
察
条
件
を
変
更
・
調
整
す
る
作
業
が
生
じ
る
。

調
整
に
要
す
る
時
間
は
ユ
ー
ザ
ー
の
熟
練
度
に
よ

っ
て
異
な
り
、
こ
の
こ
と
が
デ
ー
タ
の
質
や
ス
ル

ー
プ
ッ
ト
の
ば
ら
つ
き
を
生
じ
さ
せ
る
一
因
に
な

っ
て
い
る
。
同
製
品
は
、
こ
の
調
整
作
業
を
自
動

化
す
る
機
能
を
搭
載
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
装
置
の
機
能
向
上
に
伴
い
、
求
め
ら
れ

る
デ
ー
タ
の
種
類
や
量
も
増
大
し
て
い
る
中
、
多

種
多
量
の
デ
ー
タ
を
手
動
で
取
得
す
る
こ
と
も
ユ

ー
ザ
ー
の
負
担
を
増
大
さ
せ
て
い
る
。
同
製
品
で

は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
機
能
「
Ｅ
Ｍ
　
Ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
　
Ｃ

ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
」
に
よ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
ご
と
の
取

得
条
件
に
応
じ
た
自
動
デ
ー
タ
取
得
を
可
能
に
す

る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
の
デ
ー
タ
駆
動
型
研

究
開
発
に
向
け
た
大
量
デ
ー
タ
取
得
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
。

　
＜
③
取
得
情
報
の
種
類
、
量
が
増
加
＞
Ｓ
Ｅ
Ｍ

か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
信
号
が
得
ら
れ
る
が
、
同
製

品
で
は
同
時
に
最
大
６
つ
の
検
出
器
信
号
を
表
示

・
保
存
す
る
こ
と
が
可
能
。
画
像
取
得
回
数
は
少

な
く
し
つ
つ
、多
く
の
種
類
の
情
報
を
取
得
す
る
。

　
ま
た
、
一
度
に
大
量
の
情
報
を
取
得
す
る
た
め

に
最
大
画
素
数
を
４
０
９
６
０
×
３
０
７
２
０
画

素
ま
で
拡
張
可
能
な
オ
プ
シ
ョ
ン
を
用
意
。
こ
の

機
能
に
よ
り
、
一
枚
の
画
像
デ
ー
タ
か
ら
複
数
の

局
所
微
細
構
造
を
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
。

　コロナ禍が落ち着き、日常を取り戻す中、
今回は現地開催で懇親会も予定されてい
る。荒河実行委員長は「知り合いの会社の
方が、良い出会い、良い商談があるように
と、出雲大社でご縁結びのお参りをしたと
聞きました。研究者も同じで出雲の地で共

同研究につながるよう、懇親会も活用して
いただきたいですね」、光岡副実行委員長は
「セッションだけだと、なかなか共同研究
までは結びつきません。懇親会の会場で、様
々な話をする中で共同研究などにつながり
ます。非常に良い機会だと思っています」。

　
今
回
の
学
会
で
は
、
２
つ
の
チ
ュ
ー
ト
リ

ア
ル
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
「
電
子
顕
微
鏡
技
術
認
定
委
員
会
チ
ュ
ー

ト
リ
ア
ル
」
は
、
電
子
顕
微
鏡
を
使
い
始
め

た
ば
か
り
の
若
手
研
究
者
・
学
生
、
電
子
顕

微
鏡
技
術
二
級
技
士
認
定
を
目
指
し
て
い
る

人
を
対
象
に
、
医
学
・
生
物
科
学
系
電
子
顕

微
鏡
の
試
料
作
製
か
ら
電
子
顕
微
鏡
の
原
理

に
至
る
電
子
顕
微
鏡
技
術
の
基
礎
を
固
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
「
ゼ
ロ
か
ら
始
め

る
顕
微
鏡
計
測
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」

で
は
、
こ
れ
か
ら
機
械
学
習
に
よ
る
顕
微
鏡

デ
ー
タ
解
析
を
始
め
た
い
人
や
、
知
識
を
よ

り
深
め
た
い
人
を
対
象
に
、
顕
微
鏡
で
得
た

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
の
解
析
法
を
初
歩
か
ら

解
説
す
る
。
今
回
は
「
ス
ペ
ク
ト
ル
の
機
械

学
習
」
を
テ
ー
マ
に
、
実
際
の
Ｐ
Ｃ
操
作
の

様
子
を
画
面
で
示
し
な
が
ら
、
顕
微
鏡
デ
ー

タ
の
処
理
の
仕
方
を
実
演
す
る
。

　
こ
う
し
た
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
を
開
催
す
る

背
景
に
は
、
機
器
の
高
度
化
に
伴
う
、
あ
る

危
険
に
対
応
す
る
た
め
だ
と
い
う
。
荒
河
実

行
委
員
長
は
「
各
メ
ー
カ
ー
の
努
力
に
よ
っ

て
、
顕
微
鏡
装
置
は
非
常
に
使
い
や
す
く
な

り
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
非
常
に
危

険
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
何
か
知

ら
な
い
け
ど
か
っ
こ
い
い
デ
ー
タ
を
出
せ
て

し
ま
う
と
、
往
々
に
し
て
と
ん
で
も
な
い
解

釈
間
違
い
を
お
か
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

得
る
。
や
は
り
、
原
理
を
理
解
し
、
原
則
を

押
さ
え
た
上
で
装
置
を
使
う
こ
と
が
非
常
に

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
顕
微
鏡
分
野
に
お
い

て
原
理
原
則
に
さ
か
の
ぼ
れ
る
の
が
、
顕
微

鏡
学
会
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」
。
光
岡
副
実

行
委
員
長
は
「
生
物
系
で
は
、
ク
ラ
イ
オ
電

子
顕
微
鏡
が
構
造
解
析
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
ク
ラ
イ
オ
電
子
顕
微
鏡
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
上
で
マ
ウ
ス
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、

デ
ー
タ
を
自
動
で
収
集
で
き
ま
す
。
し
か
も

解
析
に
特
化
し
た
人
が
解
析
し
、
そ
の
構
造

を
研
究
者
に
渡
し
て
、
研
究
者
の
方
は
そ
れ

を
見
て
解
釈
す
る
と
い
っ
た
形
に
な
り
つ
つ

あ
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
で
は
学
問
の
進
歩
が
妨
げ
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
た
も
の
を

ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
は
、
ア

カ
デ
ミ
ア
と
し
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
」
。

原子分解能磁場フリー電子顕微鏡汎用機（島根大学次世代たたら協創センタ
ー）によって観察された、鉄の変形下での線状欠陥（転位）のふるまい。

　
近
年
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
様
々
な
専
門
の

境
界
領
域
で
生
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
意
味

か
ら
、
顕
微
鏡
学
会
の
学
術
講
演
会
が
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
大
幅
に
見
直
し
、
研
究
者
・
技
術
者
同
士
の

交
流
を
促
進
さ
せ
る
仕
組
み
を
作
っ
た
こ
と
は
、

大
規
模
学
会
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
で
あ

り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
た
大
き
な
一

歩
だ
と
言
え
る
。

クライオステージを持つ超高圧電子顕微鏡で
撮影した培養細胞の一部

　
光
岡
副
実
行
委
員
長
は
、
産
総
研
の

三
尾
和
弘
ラ
ボ
チ
ー
ム
長
、
九
工
大
の

安
永
卓
生
理
事
・
副
学
長
と
の
Ｃ
Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
「
計
測
技
術
と
高
度
情
報
処
理
の

融
合
に
よ
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
計
測

・
解
析
手
法
の
開
発
と
応
用
」
で
の
共

同
研
究
で
、
ク
ラ
イ
オ
電
子
顕
微
鏡
で

撮
影
さ
れ
た
様
々
な
状
態
の
タ
ン
パ
ク

質
の
３
次
元
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
の
構
造
解
析
技
術
の
高
度
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
例
え
ば
九
工
大
で
は
機

械
学
習
の
一
つ
Ｖ
Ａ
Ｅ
を
用
い
て
Ｇ
ｒ

ｏ
Ｅ
Ｌ
／
Ｅ
Ｓ
を
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ

し
、
５
種
類
の
タ
ン
パ
ク
質
複
合
体
に

分
類
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
そ
れ
ら
複

合
体
が
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
の
か

を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
Ｘ
線
結
晶

構
造
解
析
で
は
電
子
密
度
図
が
わ
か

り
、
電
子
顕
微
鏡
の
電
子
線
で
は
静
電

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
見
え
る
。
そ
こ
で
両

者
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
電
荷
の
違
い

の
分
布
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ

か
、
水
素
原
子
が
同
定
で
き
る
こ
と

や
、
静
電
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
ひ
ず
み
を

明
確
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
電
子
顕
微
鏡
を
用
い
た

よ
り
精
密
な
構
造
解
析
の
可
能
性
を
示

し
た
。

　
解
析
技
術
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
分

か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
次
々
と
明
ら

か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
荒
河
実
行
委
員
長
の
研
究
は
、
金
属
材

料
の
力
学
特
性
が
結
晶
格
子
欠
陥
に
よ
っ

て
、
ど
の
よ
う
に
支
配
さ
れ
る
の
か
を
Ｔ

Ｅ
Ｍ
（
透
過
電
子
顕
微
鏡
）
を
使
っ
て
理

解
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。
無
機
材
料

は
、
原
子
が
周
期
配
列
し
た
結
晶
構
造
を

と
っ
て
い
る
。
結
晶
に
お
け
る
原
子
配
列

の
不
整
を
欠
陥
（
点
欠
陥
、
点
欠
陥
集
合

体
、
線
状
欠
陥
の
転
位
）
と
呼
ぶ
。
金
属

に
力
を
加
え
る
と
変
形
す
る
の
は
、
主

に
転
位
が
移
動
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

　
現
在
政
府
で
は
、
水
素
社
会
実
現
の

た
め
官
民
合
わ
せ
て

兆
円
規
模
の
投

資
を
行
う
と
し
て
い
る
が
、
水
素
を
扱

う
た
め
に
は
、
金
属
材
料
が
水
素
に
よ

っ
て
脆
く
な
っ
て
し
ま
う「
水
素
脆
化
」

を
克
服
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め

に
は
、
水
素
脆
化
の
基
本
的
な
学
理
を

理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
水

素
脆
化
は
、
欠
陥
と
水
素
の
相
互
作
用

に
基
づ
い
て
起
こ
っ
て
い
る
。
荒
河
実

行
委
員
長
は
、
鉄
に
対
し
て
、
水
素
イ

オ
ン
照
射
し
な
が
ら
変
形
さ
せ
、
そ
の

場
で
Ｔ
Ｅ
Ｍ
観
察
す
る
こ
と
で
、
転
位

の
挙
動
が
水
素
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に

変
化
す
る
の
か
を
新
た
に
明
ら
か
に
し

つ
つ
あ
る
。
水
素
脆
化
の
本
質
的
な
理

解
に
つ
な
が
る
も
の
だ
。

　
ま
た
、
２
台
の
超
高
圧
電
子
顕
微
鏡

（
名
古
屋
大
学
、
大
阪
大
学
）
を
駆
使

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
核
融
合
炉
材
料

の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
に
お
け
る
ナ
ノ
メ

ー
ト
ル
サ
イ
ズ
の
微
小
欠
陥
の
移
動
が

極
低
温
で
も
凍
結
さ
れ
ず
に
起
こ
り
得

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の

知
見
は
、
従
来
の
常
識
を
覆
す
も
の

で
あ
り
、
核
融
合
炉
材
料
の
劣
化
の
起

源
に
迫
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
も
の

だ
。

　
東
京
大
学
の
柴
田
直
哉
総
合
研
究
機

構
機
構
長
と
日
本
電
子
が
開
発
し
た
原

子
分
解
能
磁
場
フ
リ
ー
電
子
顕
微
鏡

（
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
の
汎
用
化
に
も
日
本
電

子
と
と
も
に
取
り
組
み
、
通
常
の
Ｔ
Ｅ

Ｍ
で
は
観
察
困
難
な
、
数
㍉
㍍
と
い
う

比
較
的
大
き
な
長
さ
の
鉄
試
料
に
力
や

熱
を
加
え
た
り
、
磁
場
を
か
け
た
り
し

な
が
ら
、
そ
の
場
観
察
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
島
根
大
学
次
世
代
た
た
ら
共
創

セ
ン
タ
ー
に
導
入
し
、
様
々
な
研
究
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
産
業
部
門
に
お
け
る
電
力

消
費
の
４
分
の
３
は
モ
ー
タ
ー
に
よ
る

も
の
で
、
そ
の
効
率
化
は
重
要
な
課
題

だ
。
島
根
大
学
次
世
代
た
た
ら
共
創
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
つ
「
モ
ー
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
モ
ー
タ
ー
材
料
に
使
え
ば

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は
上
が
る
も
の
の
、

硬
す
ぎ
て
加
工
が
難
し
か
っ
た
鉄
の
ア

モ
ル
フ
ァ
ス
合
金
に
つ
い
て
、
基
本
的

な
学
理
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
加
工
性
を
向
上
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
。


